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「
孫
さ
ん
、
こ
の
電
田
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
一
号
、
ぜ
ひ
佐
賀
県
に

や
ら
せ
て
下
さ
い
！
」

　

５
月
25
日
、
都
内
で
開
か
れ
た

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
」の
設

立
発
表
記
者
会
見
で
、
佐
賀
県
知

事
・
古
川
康
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で

熱
く
訴
え
か
け
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
は
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
が
全

国
の
知
事
に
呼
び
か
け
、
33
道
府

県（
６
月
15
日
現
在
）の
知
事
が
参

加
し
た
。
７
月
12
日
こ
ろ
に
正
式

発
足
す
る
。

　

記
者
会
見
の
壇
上
に
は
孫
正
義

の
ほ
か
、
埼
玉
県
の
上
田
清
司
、

長
野
県
の
阿
部
守
一
、
静
岡
県
の

川
勝
平
太
、
神
奈
川
県
の
黒
岩
祐

治
ら
各
知
事
が
並
ん
だ
。

　

民
間
企
業
ト
ッ
プ
と
複
数
県
の

知
事
と
い
う
記
者
会
見
の
組
み
合

わ
せ
も
極
め
て
異
例
だ
が
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
発
表
の
場

で
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
主
管
す
る
経

済
産
業
省
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
高
官

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
権
が
必
要

自然エネ
「関ヶ原」

左から）静岡県の川勝平太知事、長野県の阿部守一知事、神奈川県の黒岩祐治
知事、ソフトバンクの孫正義社長 （撮影・高橋慎一）

自然エネルギー協議会に参加している道府県（６月15日現在）　北海道、岩手県、秋田県、山形県、群馬県、埼玉県、神奈川県、福井県、山梨県、長野県、静岡県、愛知県、三重県、
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、徳島県、奈良県、島根県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県、高知県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県

①「宗谷岬ウィンドファーム」（北海道稚内市）　日本最北端の集合風力発電所。総出力は
5万７千kWで市内の約６割に相当する電力を発電

②「クリーンエネルギーの町」（岩手県葛巻町）　自然エネルギー自給率180％の町。風力
（設備容量２万2200kW）だけで町の年間消費電力量の２倍を発電　

③「郡山布引高原風力発電所」（福島県郡山市）　新出雲に次ぎ設備容量６万６千kWと
国内最大級

④「奥只見発電所」（福島県南会津郡檜枝岐村）　ダム水路方式で設備容量（56万kW）日本一

国内初の本格洋上風力発電所で
設備容量は１万４千kW　

火山島の特性を生かし、地熱で発
電（設備容量3300kW）　

⑦「川崎大規模太陽光発電所」
（神奈川県川崎市）　国内最大設備容
量２万kW発電。一般家庭5900
世帯分の電力をまかなう予定

金山沢川の落差を利用した出力100kWの小水力発電。
200世帯分の電力を供給

⑨「おひさま太陽光発電所」（長野県飯田市）　市民出資で
幼稚園など全210カ所に太陽光パネルを設置（総発電
容量1440kW）

⑩「名古屋第二環状自動車道」（愛
知県名古屋市）　高速道路沿いにあ
る太陽光発電（設備容量２千kW）。
道路の照明や料金所でも使われる

⑪「メガソーラーたけとよ発電所」
（愛知県武豊町）　武豊火力発電所敷
地内に建設され設備容量は
7500kW

⑫「すげの里」（愛知県豊田市）　太陽
光パネルやLED照明でエネル
ギー自給型の公共施設を目指す

海藻水素発電の実験中。コンブ1t
からガソリン24L分に相当する水
素を燃料として生産

⑭「新出雲風力発電所」（島根県出雲市小津町）　国内最大の設備容量
７万８千kWを誇る

⑮「緑の分権改革」（徳島県上勝町）　小水力発電でLEDを使ったイル
ミネーションを町で点灯

⑯「八丁原発電所」（大分県九重町）　国内最大の地熱発電所。設備容量は11万kW 

⑰「波力発電」（熊本県水俣市）　全国初の実験を５月に開始。10cmの波でも発電できる

⑱「水素ステーション」（鹿児島県屋久島町）　水力発電による電力で水を電気分解して
水素を製造

⑤「ウインド・パワーかみす風力発電所」（茨城県神栖市）

⑥「八丈島地熱発電所」（東京都八丈島）

日本地図＝Craft MAP  
http://www.craftmap.box-i.net/

⑬「水素アイランド」（島根県隠岐諸島）

（緑色の道府県は、「自然エネルギー協議会」参加自治体）

⑧「金山沢川水力発電所」（山梨県南アルプス市）

①

②

③
④

⑤

⑦⑧
⑨

⑫⑪
⑩

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑬

⑥
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CO
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孫
社
長
の
提
唱
か
ら
わ
ず
か
ひ

と
月
あ
ま
り
の
間
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
会
に
33
も
の
道
府
県
知
事
が

結
集
し
た
。
こ
の
事
実
に
、経
産
省

の
ト
ッ
プ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
央

集
権
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
恐
怖

を
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
と
知
事
連

合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
地
方

の
反
乱
か
も
知
れ
な
い
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
が
生

ま
れ
た
背
景
は
も
ち
ろ
ん
、
福
島

第
一
原
発
の
事
故
だ
。
そ
れ
ま
で

国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
電
力

需
要
の
50
％
を
原
子
力
で
賄
う
計

画
を
進
め
て
き
た
が
、
世
界
最
悪

の
原
発
事
故
で
、
菅
首
相
は
５
月

10
日
、方
針
見
直
し
を
表
明
し
た
。

　

５
月
末
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー
ビ

ル
で
開
か
れ
た
主
要
国︵
Ｇ
８
︶サ

ミ
ッ
ト
で
、
菅
首
相
は﹁
サ
ン
ラ
イ

ズ
計
画
﹂を
発
表
。２
０
２
０
年
ま

で
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
全
世
帯
の

屋
根
の
50
％
に
設
置
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
１
０
０
％
設
置
す
る
内

容
だ
。

　

安
価
な
在
来
型
石
油
も
す
で
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関︵
Ｉ
Ｅ
Ａ
︶は
昨
年
11
月

に﹁
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
２
０
０
９
﹂を
発
表
し
、
在
来
型

石
油
の
生
産
量
が
２
０
０
６
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
可
能
性
が
高
い

と
発
表
し
た
。

　

同
書
で
は
、
石
油
生
産
量
は
日

量
６
９
０
０
万
バレル
前
後
で
停
滞
す

る
可
能
性
が
最
も
高
く
、２
０
０
６

年
に
記
録
し
た
史
上
最
高
の
７
千

万
バレル
に
再
び
並
ぶ
こ
と
は
な
い
と

い
う
。Ｉ
Ｅ
Ａ
の
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
フ
ァ
テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
氏
は﹁
石

油
が
安
い
時
代
は
終
わ
っ
た
﹂と
断

言
す
る
。

　

も
は
や﹁
ウ
ラ
ン
も
原
油
も
頼
れ

な
い
時
代
﹂に
な
っ
た
の
だ
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

も
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
４
％
に

と
ど
ま
る
中
で
、
化
石
燃
料
の
高

騰
に
左
右
さ
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
が
急
務
と
な
る
。

　

化
石
燃
料
の
輸
入
額
は
、１
９
９

８
年
の
約
５
兆
円
か
ら
２
０
０
８

年
に
は
約
23
兆
円
に
膨
れ
上
が
り
、

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
リ
ス
ク
と

な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
も
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
従
来
以
上
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
﹃
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書

２
０
１
１
﹄︵
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

研
究
所
︶に
よ
る
と
、日
本
で
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー︵
水
力
を
除
く
︶に
よ
る

発
電
量
は
３
８
４
億
６
４
０
０
万

ｋ
Ｗ
時︵
推
計
︶
と
、
全
体︵
１
兆

１
１
４
６
億
ｋ
Ｗ
時
︶
の
わ
ず
か

3.4
％
。
こ
れ
を
30
│
50
％
に
高
め

る
施
策
が
必
要
だ
。

　

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
科
の
高
野
雅
夫
専
任
准
教
授
は

﹁
21
世
紀
の
前
半
は
天
然
ガ
ス
を
つ

な
ぎ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
、

そ
の
間
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増

や
し
て
い
く
の
が
良
い
﹂と
指
摘
す

る
。
天
然
ガ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

石
炭
と
比
べ
て
４
割
、
石
油
よ
り

も
25
％
少
な
い
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
向
け

て
の
カ
ギ
は﹁
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
全
量
買
取
り
法
案
﹂︵
電
気

事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別

措
置
法
案
︶だ
。可
決
さ
れ
れ
ば
来

年
４
月
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ︵
固
定
価
格
買

取
り
制
度
︶が
本
格
導
入
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
、地
熱
の
４
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
15
│
20
年
間
、

１
ｋ
Ｗ
当
た
り
15
│
20
円
で
の
買

取
り︵
太
陽
光
は
42
円
︶
が
始
ま

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
５
年
で
元
が
取
れ
る
？

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の「
電
田
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
全
国
の
休
耕

田
・
耕
作
放
棄
地
54
万
㌶
で
発

電
容
量
５
千
万
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
を
目
指
す
。
ま

ず
は
各
県
で
20
Ｍ
Ｗ（
２
万
ｋ

Ｗ
）の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建
設

し
て
い
く
。

　

１
ｋ
Ｗ
の
パ
ネ
ル
が
発
電
す

る
量
は
お
よ
そ
年
間
１
千
ｋ
Ｗ

時
と
さ
れ
る
の
で
、
20
Ｍ
Ｗ
な

ら
年
間
２
千
万
ｋ
Ｗ
時
ほ
ど
発

電
で
き
る
。

　

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
り

制
度
が
予
定
通
り
導
入
さ
れ
れ

ば
、
年
間
お
よ
そ
８
億
円
と
な

る（
現
行
買
い
取
り
価
格
の
１

ｋ
Ｗ
時
40
円
で
計
算
）。
導
入

コ
ス
ト
の
相
場
は
１
Ｍ
Ｗ
当
た

り
２
億
円（
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

20
万
円
。
通
常
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
費
は
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

65
万
円
程
度
と
さ
れ
て
い
る
が
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
大
量
発
注
・

大
量
仕
入
れ
な
の
で
単
価
は
大

幅
に
安
く
な
る
と
さ
れ
て
い

る
）。
20
Ｍ
Ｗ
な
ら
40
億
円
。

　

建
設
費
の
９
割
を
負
担
す

る
と
さ
れ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

も
、
最
短
５
年
で
元
が
取
れ
る

計
算
だ
。

の
姿
は
な
か
っ
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
に
期

待
す
る
知
事
た
ち
の
思
い
は
、
長

野
県
の
阿
部
知
事
の
次
の
発
言
に

集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

﹁
化
石
燃
料
や
原
子
力
に
依
存
す

る
の
は
中
央
集
権
型
シ
ス
テ
ム
。

行
政
の
分
権
は
強
く
政
府
に
働
き

か
け
て
き
た
が
、
今
後
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
権
も
必
要
だ
﹂

　

静
岡
県
の
川
勝
知
事
も﹁
浜
岡
原

発
の
運
転
停
止
命
令
で
３
６
０
万

ｋ
Ｗ
の
電
力
供
給
が
止
ま
っ
た
。電

田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
静
岡
県
に
と
っ

て
、分
散
自
立
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体

系
を
作
る
う
え
で
の
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

ス
ト
ー
ン︵
飛
び
石
︶に
な
る
﹂。

　

消
費
電
力
の
８
割
を
浜
岡
原
発

に
依
存
し
て
い
た
静
岡
県
に
と
っ

て
、従
来
の
一
極
依
存
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
体
系
か
ら
の
転
換
は
喫
緊
の

課
題
だ
。

23
兆
円
の
化
石
燃
料
を
輸
入
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る
。可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
太
陽
光
以
外
、

凍
結
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
太
陽
光

の
余
剰
電
力（
発
電
量
か
ら
使
用

電
力
量
を
差
し
引
い
た
分
）
に
限

ら
れ
て
い
た
の
で
、
普
及
効
果
は

限
定
的
だ
っ
た
。

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

本
格
導
入
さ
れ
て
、
買
取
り
価
格

が
今
よ
り
上
昇
す
れ
ば
、
企
業
が

売
電
を
目
的
に
小
水
力
発
電
の

導
入
に
踏
み
切
る
展
望
が
生
ま
れ

る
」。
そ
う
期
待
を
寄
せ
る
の
は
、

日
本
小
水
力
発
電（
山
梨
県
北
杜

市
）の
中
込
修
司
だ
。

　

発
電
出
力
が
１
万
ｋ
Ｗ
以
下
の

小
水
力
発
電
は
、
中
小
河
川
や
水

路
な
ど
を
利
用
し
た
小
規
模
の
水

力
発
電
だ
。
巨
大
ダ
ム
や
調
整
池

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、
流
水
を
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
る
た
め
環
境
負

荷
が
低
い
。

　

数
メ
ー
ト
ル
の
落
差
が
あ
れ
ば

発
電
可
能
で
、
Ｅ
Ｐ
Ｒ（
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
比
）
も
15
・
３（
電
力
中

央
研
究
所
）と
高
く
、有
望
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
東
日
本
大
震
災
以

降
、
同
社
に
は
企
業
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
増
え
た
。

　

た
だ
し
導
入
す
る
場
合
、
計
画

の
着
手
か
ら
発
電
開
始
ま
で
に
は

２
│
３
年
は
必
要
だ
。
発
電
に
適

し
た
河
川
や
水
路
の
選
定
、
お
よ

び
水
利
権
の
認
可
や
地
域
の
同
意

の
取
得
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
た

め
で
、
今
夏
の
電
力
不
足
解
消
策

と
し
て
新
た
に
小
水
力
発
電
施
設

を
間
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
。

　

今
年
４
月
に
環
境
省
が
ま
と
め

た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ポ
テ

小
水
力
は
有
望
な
自
然
エ
ネ
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買
い
取
り
価
格
は
15
│
20
円
で
良
い
の
か
？

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

向
け
て
大
き
な
カ
ギ
を
握
る

の
が「
全
量
買
取
り
制
度
」だ
。

法
案
で
は
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス（
生

物
由
来
資
源
）を
固
定
価
格
全

量
買
取
り
の
対
象
と
し
て
お

り
、
現
在
の
太
陽
光
だ
け
を
対

象
と
し
た「
余
剰
買
取
り
」
に

比
べ
、
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

　

電
力
会
社
に
よ
る
買
い
取

り
価
格
は
毎
年
度
定
め
、
一
度

契
約
す
る
と
期
間
内
は
同
じ

価
格
で
買
い
取
る
。
太
陽
光
を

除
き
、
電
力
会
社
の
買
い
取
り

価
格
は
１
ｋ
Ｗ
時
あ
た
り
15

│
20
円
、
買
い
取
り
期
間
は
15

―

20
年
に
す
る
方
針
だ
。
電
力

会
社
の
買
い
取
り
費
用
は
、
電

気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て
一

般
家
庭
や
企
業
が
が
負
担
す

る
。

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研

究
所
は
、
太
陽
光
以
外
の「
一

律
価
格
」で
は
、
普
及
す
る
技

術
と
そ
う
で
な
い
技
術
に
分

か
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。

　

90
年
代
の
ド
イ
ツ
で
は
、
一

律
価
格
に
よ
り
風
力
だ
け
は

普
及
し
た
が
、
他
の
自
然
エ
ネ

は
普
及
せ
ず
、
２
０
０
０
年
に

現
行
の
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
制
度

に
移
行
し
た
。

　

効
果
的
な
普
及
を
目
指
す

な
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種

類
や
規
模
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
て
、
新
規
参
入
者
の
事
業

採
算
性
を
考
慮
し
た
価
格
設

定
が
望
ま
し
い
。

INTERVIEW
東
京
大
学
名
誉
教
授　

石
井
吉
徳

「
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」

Ｅ
Ｐ
Ｒ
が
決
め
手

　

石
油
ピ
ー
ク
は
単
に
石
油
が

乏
し
く
な
る
だ
け
で
な
い
。
社

会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
、文
明

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
人
類
は
１
㌔
㌍
の
食

料
を
得
る
の
に
10
㌔
㌍
の
石
油

を
消
費
す
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や

農
薬
、肥
料
は
石
油
依
存
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
質
が
全
て
で

量
で
は
な
い
。投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
生
産
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

比
を
表
す
Ｅ
Ｐ
Ｒ（E

nergy 
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、エ
ネ
ル
ギ
ー
収

支
比
）が
大
事
。
油
田
は
自
噴
し
、

最
初
１
０
０
程
度
と
高
い
が
、

減
衰
す
る
と
10
│
20
。
原
子
力

は
廃
棄
物
や
廃
炉
の
費
用
、
事

故
リ
ス
ク
を
除
い
て
17
・
４
く

ら
い
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も

の
に
よ
る
が
10
前
後
か
。

　

文
明
の
維
持
に
は
最
低
10
程

度
の
Ｅ
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
が
、
Ｅ

Ｐ
Ｒ
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
特

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
密
度
の

低
さ
が
課
題
だ
。
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
く
は
Ｅ
Ｐ
Ｒ
的
に
無

意
味
な
も
の
が
多
く
、
税
金
は

浪
費
さ
れ
る
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
は
そ
の
典
型
だ
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
産
地
消
す
る

「
お
ら
が
集
落
」の
発
電
な
ど
分

散
利
用
に
向
く
。

　

生
態
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ロ
ト
カ
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富

に
あ
る
と
き
は
浪
費
す
る
種
が

栄
え
る
が
、
乏
し
い
時
代
に
は

少
な
く
使
う
種
の
み
生
き
残

る
」と
語
っ
た
。

　

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
移
行

す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
水
準
を
１
９
７
０

年
代
に
戻
す
努
力
が
必
要
だ
。

　

地
勢
的
に
風
の
吹
き
抜
け
る

オ
ラ
ン
ダ
は
中
世
か
ら
１
万
台

も
の
風
車
が
活
躍
、
機
械
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ま
ま
使
う
た
め
効
率

は
現
代
の
発
電
風
車
よ
り
も
優

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

（
談
）

エネルギーは地方から変わる
ウランも原油も頼れない


